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確
定
申
告
を

聞
達
え
だ
と
き

更
正
な
ど
が
で
き
ま
す

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
、

申
告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正
申
告
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
「
更
正
」

（
税
務
砦
の
調
査
に
よ
り
、
新
た
に
納
め
る

税
額
が
通
知
さ
れ
る
）
を
受
け
る
ま
で
は
、

い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。

税
務
野
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
日
告

を
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と
、
新

た
に
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の

五
弟
の
過
少
寮
費
説
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
修

正
星
口
し
た
場
合
は
、
過
少
宜
口
加
算
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

隈
か
ら
一
年
間
。
で
す
か
ら
昭
和
六
十
年
分

の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、
昭
和
六
十

一
年
の
三
月
ま
で
で
す
。

税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
離
求

が
正
当
な
場
合
は
、
納
め
過
ぎ
た
税
金
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
ぎ

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
し
た
税
額
が
多
か
っ
だ
こ
と
を
、
申

告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「
更
正
の
諮
求
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申
告
制

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
一
．
期
限
後
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
藷
か
ら
「
決

定
」
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す。
し
か
し
、
な
る
べ
く
早
く
出
生
す
る
ほ
う

が
有
利
で
す
。
税
務
馨
の
調
査
を
受
け
た
後

で
期
限
後
畠
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け
た

り
す
る
と
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税

額
の
一
〇
着
の
無
申
告
狸
霜
が
か
か
る
か

ら
で
す
。
た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に
申

告
を
し
た
場
合
は
、
無
申
告
加
勢
税
は
五
％

で
済
み
ま
す
。

手
続
き
な
ど
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
若
松
説
務
署
∴
㊨
（
1
6
1
）
2
5

3
6
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
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の
心
筋⑭禽

富
霊
茎
策
茶
番
年
輩
営
害
意
茶
を
争
争
盗

掘
国
民
　
年
　
金
醐

ま
暮
雲
意
蜜
豆
や
薯
誓
霊
茎
善
意
電
車
蔓

☆
四
月
か
ら
新
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト

第
8
7
回
福
岡
県
植
樹
祭
が

遠
賀
町
で
開
か
れ
ま
す

と
き
★
3
月
2
2
日
㈲
「
日
時
5
0
分
～
1
2
時
細
分

共
済
組
合
法
が
改
正
さ
れ
、
新
年
金
制
度

で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
の
範
囲
が
弦
大

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
奥
さ

ん
、
共
済
組
合
の
組
合
員
（
公
務
嵐
な
ど
）

と
そ
の
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
被
扶
謹
配

偶
者
や
共
済
組
合
の
組
合
員
の
被
扶
養
配
偶

者
（
い
ず
れ
も
第
三
号
叡
保
険
者
）
は
、
現

在
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
未
加
入
、
再
加
入
の
人
も
、
国
民

毎
金
に
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
役
場
に
必
ず
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
倍
達
加
入
の
人
は
今
す
ぐ
に
、

未
加
入
、
再
加
入
の
人
は
四
月
以
降
、
役
場

年
金
係
に
届
け
出
て
加
入
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
★
町
民
の
森

（
遠
賀
町
総
合
運
動
公
園
内
）

緑
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
韮
要
な
役
割
を

は
た
し
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
水
を
貯
え
水

不
足
を
防
ぎ
、
大
地
に
張
っ
た
大
き
な
横

は
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぎ
、
そ
し
て
私
た
ち

に
い
こ
い
の
劫
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
第
二
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
∴
被
保
険
者
へ
と
い
っ
た
穂
別
の
変
更
の
際
に

保
険
者
へ
、
第
一
号
被
保
険
者
か
ら
第
三
号
　
も
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

○
国
民
年
金
は
共
通
の
基
礎
年
金

○
す
べ
て
の
婦
人
に
年
金
権

〇
二
十
歳
前
の
障
害
者
に
も
障
害
基
礎
年
金

○
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
っ
た
年
金
と
保
険
料

そ
の
緑
を
大
切
に
す
る
主
旨
で
、
福
岡
県

緑
化
推
進
委
員
会
と
開
催
地
の
市
町
村
が
協

力
し
て
毎
年
こ
の
時
期
（
緑
化
推
進
月
間
）

に
植
樹
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
避

袈
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
完
成
間
近
の
「
町
民
の

森
」
で
県
知
部
を
は
じ
め
、
国
会
議

員
の
方
々
が
出
席
し
、
国
の
木
（
桜
）
、

県
の
木
（
梅
）
、
町
の
木
（
も
く
せ

へ
　
い
）
の
記
念
植
樹
、
県
内
の
緑
化
に

尽
く
さ
れ
た
緑
化
功
労
者
の
表
彰
な

と
を
行
い
ま
す
。
ま
た
当
日
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、
記
念
と
し
て
、
さ
つ

き
、
つ
け
、
さ
ざ
ん
か
の
苗
木
を
一

本
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
の
多
数
の
凪
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
内
　
容
・
緑
化
功
労
者
表
彰

・
鬼
門
小
学
校
綾
の
少
年

団
諾
い
の
こ
と
は

・
記
念
植
樹

・
花
の
稲
子
付
風
船
上
げ

み
ん
な
で
満
て
よ
う

録
農
が
な
真
構

水
流
源
を
確
保
し
、
自
然
災
筈
を
防
止
す

る
た
め
に
、
水
源
林
造
成
邦
楽
や
治
山
出
発

が
韻
樋
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
森
林
は
少
し
ず
つ
荒
れ
よ
－
つ
と
し
て
い
ま

す。
こ
れ
ま
で
森
林
を
守
り
育
て
て
き
た
山
村

の
人
々
が
、
林
業
の
不
況
に
よ
っ
て
山
を
離

れ
、
そ
の
孟
入
れ
が
十
分
に
で
き
な
い
か
ら

です。こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
多
く
の
森
林
の

機
能
は
低
下
し
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

も
、
当
然
脅
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

緑
豊
か
な
森
林
を
守
る
こ
と
は
、
山
村
に

住
む
人
々
や
、
林
業
に
従
叫
す
る
人
た
ち
だ

け
の
朋
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
に
住

み
、
水
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
切
実
な
問
題
な
の
で
す
。

毎
朝
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
た
び
に
、

一
こ
の
水
は
、
線
塑
か
な
森
林
が
つ
く
り
だ

し
て
く
れ
る
ん
だ
な
あ
」

そ
ん
な
思
い
を
、
新
た
に
し
た
い
も
の
で

す。
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2月25日Iこ開伸された「豊かな心を育てる描策推進モデル町

研究発表大会」

☆
四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
改
定

〝
月
額
　
七
、
一
〇
〇
円
に
〝

国
民
年
金
の
毎
金
額
は
、
毎
々
改
定
さ
れ

昨
年
五
月
か
ら
三
・
四
郎
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
年
も
四
月
か
ら
さ
ら
に
二
・
七

郎
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
を

健
全
に
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
年
金

給
付
水
準
に
見
合
っ
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
四
月
か
ら
月
額
七
、
一
〇
〇

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
間
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
研

究
紀
要
」
。
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
。

☆
昭
和
0
0
年
度
の
保
険
料
は

四
月
末
日
が
最
終
納
期

国
民
年
金
加
入
の
み
な
さ
ん
、
保
険
料
の
　
る
と
町
義
行
の
納
付
出
で
は
納
め
ら
れ
な
く

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
期
を
過
ぎ
∴
な
り
ま
す
。

ま
た
、
未
納
の
ま
ま
だ
と
、
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
っ
て
受
け
る
陣
蓄
基
礎
年
金
や
こ
主
人

の
死
亡
に
よ
っ
て
受
け
る
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
一
定
期
間
以

上
な
い
と
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

現
在
任
怠
加
入
の
人
は
、
三
月
末
ま
で
に

か
な
ら
す
、
納
入
し
ま
し
ょ
う
。

－

●

1

－

：

●

－

－

I

●

●

●

．

，

　

－

…

－

．

1

－

：

．

－

－

I

●

－

i

I

1

－

【

細
萱
蓋
の
蕎
会
せ
ば
、
役
場
…

m
　
福
祉
課
国
保
年
金
係
へ
ど
う
ぞ
。
　
調

遠
賀
町
は
、
昭
和
五
十
九
年
二
ハ
十
年
の

二
カ
年
に
わ
た
り
、
文
部
省
か
ら
壷
か
な

心
を
育
て
る
施
策
推
進
モ
デ
ル
町
」
に
指
定

さ
れ
、
背
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
七
郎
薬

「
勤
労
生
産
学
習
・
自
然
教
室
・
体
力
つ
く

り
・
青
少
年
地
域
活
動
・
青
少
年
健
全
育
成

P
T
A
活
動
・
家
庭
教
育
学
級
・
少
年
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
劇
薬
を
通
し
て
、
自
分
の
頭
で

考
え
、
正
し
く
判
断
し
、
苦
し
い
状
況
の
中

で
も
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
、
人
間
性
塑
か
な
背
少
年
を
育
て

た
い
と
の
念
願
の
も
と
に
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
「
遠
賀
町
・
豊
か
な
心
を
育

て
る
施
術
推
進
協
賛
至
を
組
織
し
、
学
校

・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
膏

少
年
の
健
全
育
成
に
喧
按
、
間
接
に
関
わ
り

の
あ
る
活
動
、
例
え
ば
作
業
や
訓
練
等
の
活

動
を
一
緒
に
行
っ
て
、
青
少
年
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
た
り
、
地
域
・
家
庭
に
お
け
る
大

人
の
指
導
力
を
詰
め
る
た
め
の
学
習
を
実
施

す
る
な
ど
の
活
動
を
計
画
し
実
施
し
ま
し

た。
紙
面
の
都
合
で
、
内
容
を
詳
細
に
紹
介
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
二
カ
年
の
「
研

究
の
ま
と
め
」
　
（
写
真
）
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
こ
喬
聾
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
五
日
に
は
、
幽
か
な
心
を
育
て

る
施
策
推
進
モ
デ
ル
町
研
究
発
表
大
会
を
関

催
し
ま
し
た
。
中
共
公
民
館
の

大
ホ
ー
ル
に
、
補
助
席
を
用
愁

す
る
種
の
多
数
の
ご
参
加
を
待

て
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
研
究
発

表
と
、
三
遊
亭
円
楽
師
匠
の
記

念
灘
波
「
私
の
子
育
て
考
」
は

参
会
者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。

指
定
研
究
は
三
月
末
で
終
了

し
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
、
二

カ
年
の
実
践
を
足
か
か
り
と
し

て
、
今
後
と
も
継
続
的
に
帝
少

年
健
全
育
成
の
薬
を
推
進
す

る
計
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し

ます。
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福岡県糠は五種類

オ
リ
エ
ン
デ
ー
リ
ン
皇
室
詰
彊
纏
綿
鋪
▽
日
時
3
月
嘗
8

8
時
5
5
分
遠
賀
川
駅
前
発
瞳
方

家
族
で
参
加
し
ま
し
ょ
う

続
と
字
の

N
T
T
折
尾
憾
報
語
請
局
で
は
、
耳
や
百

薬
な
ど
の
不
自
由
な
人
が
外
出
先
で
緊
急
の

語
稿
連
絡
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
近

く
に
い
る
人
々
に
依
頼
す
る
の
に
便
利
な

壷
鯖
お
願
い
手
帳
」
を
三
月
三
日
耳
の
日

に
ち
な
ん
で
役
場
福
祉
課
を
通
し
て
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
手
帳
は
一
．
お
そ
れ
入
り
ま
す

婦
人
の
た
め
の
技
術
講
習
会

▽
講
習
内
容
　
経
理
（
簿
記
・
ワ
ー
プ
ロ
）

▽
苅
∴
象
　
就
業
薮
の
あ
る
婦
人
三
十
名

▽
受
講
料
　
無
料

▽
会
　
場
北
九
州
市
立
動
労
婦
人
セ
ン

ター

▽
講
習
期
間
　
4
月
2
5
日
～
6
月
2
3
日
の
毎

週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜

申
込
み
は
、
3
月
1
7
日
・
1
8
日
の
二
日
間

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
詣
0
9

2
（
4
8
1
）
2
4
3
8
　
博
多
駅
東
一
丁

白
け
番
1
号
　
福
岡
東
総
合
庁
舎
5
階
へ
。

八
カ
キ
で
つ
つ
る
ふ
る
さ
と
台
場

動
使
綻
八
方
手
業
完
申

－
　
遠
賀
川
郵
便
局
　
－

薯
の
歴
史
散
歩
の
お
誘
い

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
－

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
地
図
と
磁

石
を
使
っ
て
山
野
に
設
け
ら
れ
た
い
く
つ
か

の
地
点
を
発
見
し
、
で
き
る
だ
け
短
い
時
間

で
ゴ
ー
ル
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
め
て
の

人
で
も
当
日
説
明
を
聞
け
ば
わ
か
る
簡
単
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▽
期
　
日
　
3
月
2
3
日
（
日
）

▽
受
付
時
間
　
1
2
時
5
0
分
～
ュ
3
時

▽
集
合
勘
所
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
対
象
者
　
小
学
校
三
年
生
以
上
の
子
供

と
親
の
チ
ー
ム
（
二
人
一

組）

▽
持
参
晶
　
赤
・
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具

水
筒
な
ど

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
締
切
　
3
月
1
7
日
（
月
）

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

詣
（
2
9
3
）
5
4
3
4

態
話
で
の
申
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
」
と
沓
か
れ
、
か
け
る
相
手
　
　
　
　
　
行
西
鉄
パ
ス
に
乗
車

の
名
前
、
語
や
伝
え
る
用
件
、
退
部
な
ど
　
▽
行
　
先
鞍
手
町
膝
史
民
俗
資
料
館

が
撞
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
▽
そ
の
他
交
通
費
、
昼
食
な
ど
自
己
負
担

新
築
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▽
馨
ず
る
団
地
と
募
集
戸
数

。
瑞
須
団
地
（
若
松
区
）

一
都
　
中
耐
　
壁
戸

二
謡
∴
面
前
　
壁
F

▽
閲
と
り
　
二
極
3
D
K
（
6
－

DK）

。
二
趣
　
3
D
K
（
6
・
6

4
・
5
・
D
K
）

▽
家
　
賃
・
一
種
　
三
万
七
千
円

二
斎
　
二
万
七
千
五
百
円

▽
入
居
予
定
∴
五
月
由
旬

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所
　
遼
縦
町
役
場
総
務

課
窓
口

6
　
▽
申
込
用
紙
配
布
期
間
　
3
月
2
0
日
～
3
月

31
日

詳
細
は
、
県
住
宅
寓
理
室
∴
舘
0
9
2
（

6
4
1
）
3
7
8
6
へ
ど
う
ぞ
。
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四

五

クスの木50本を植樹
このほど、昭和50年度区長会のみなさんが、

駅南総合運動公園の勤労者体育センター前にク
スの木50本を楢樹し、記念碑の除悪式を行いま
した。

島門間、チームが三位に
第2回北部小学生バレー駅伝大会

2月16日、水巻町で、北部地区の小学生バレー
ボールチーム16チームが参加して駅伝大会が開か
れ、畠門小チームが見事三位に入賞しました。

螺＼開門熱蟻 ▼： � 

。dW－●皿土嚢d溜9－でヽ蒲榛

等l′・uこく900m轟能面Ste油

。叫べ

潮≠31品学べ＼ヾ9－ロ　バ

Jサホ寸田蹟S粗　く濃日録寓〉

羅総
務nr d≠繕　，疎
バ日的‥十回やi∴亘仁　一

叫さき子立回∴同の同
SペN∞常　ノ　日賦
ま油Ii日日や∴∴N言甘′
草津囲む∫・IIr∴国
華○’∴（▼一　秒・a H
d∽一哉i　　叫ir

福
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
結
果

船
員
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

殉
職
船
員
遺
児
損
壊
事
業

二
月
十
九
日
、
福
岡
市
大
濠
公
園
で
県
下

全
域
か
ら
多
数
が
参
加
し
て
午
前
中
は
年
代

別
マ
ラ
ソ
ン
、
牛
後
は
市
町
村
対
抗
駅
伝
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駅
伝
の
部
に
出

場
し
た
遠
賀
町
チ
ー
ム
は
、
見
事
二
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

本
町
の
選
手

o
一
区
　
山
口
　
利
一
（
松
ノ
本
）

〇
二
区
　
原
田
　
誠
　
（
老
　
良
）

。
三
区
　
安
高
佳
代
子
　
（
尾
　
崎
）

。
四
区
　
甫
稲
　
美
則
　
（
松
ノ
本
）

〇
五
区
松
尾
　
垂
二
　
（
浅
木
）

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職
船
貝

遺
児
へ
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

援
護
金
の
支
給
期
間
は
、
遺
児
が
出
生
か

ら
由
義
務
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

で
す
。
一
人
に
つ
き
月
額
六
千
円
で
、
別
に

小
学
校
に
入
学
し
た
と
き
記
念
品
と
し
て
三

万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
串
蘭
資
格
は
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
人
が
対
象
で
す
。

申
請
照
会
は
、
（
財
）
日
本
殉
職
純
良
顕

彰
会
東
京
都
千
代
同
区
麹
町
4
－
5
海
野

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
∴
舘
0
3
（
2
3
1
）
0

6
6
2
へ
ど
う
ぞ
。

出
田
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
持

合
先
絡
・
1
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
捨
て
石
を
使
っ
て

3
分
で
初
段
、
ノ
ー
タ
イ
ム
な
ら

三
段
以
上
。

出
題
　
＜
段
　
北
村
　
き
男

●
ヒ
ン
ト
・
た
ら
い
の
駒
は
3
五
金
。

し
か
し
・
。

8
分
で
－
録
、

－
分
で
宥
段
書
。

欝
臓
∴
∴
鑓

六
　
七
　
八
　
九

〟
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
〟
の

原
稿
を
募
集

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
四
月
十
日
号
で
春
の
サ
ー
ク
ル
会
員

募
集
（
体
育
系
・
文
化
系
）
を
掲
載
し
ま

す
。
＜
文
化
系
の
サ
ー
ク
ル
は
、
公
共
施
設

で
関
請
し
て
い
る
分
の
み
掲
載
＞

こ
の
機
会
に
馨
れ
る
サ
ー
ク
ル
は
、

サ
ー
ク
ル
名
・
練
習
同
日
・
場
所
・
会
費
・

対
象
・
会
員
数
・
募
集
人
数
・
間
合
先
な
ど

を
記
入
し
て
、
ま
た
練
習
風
景
な
ど
の
写
真

が
あ
れ
ば
添
付
し
て
三
月
二
十
五
日
へ
火
）

ま
で
に
役
揚
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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続
遠
賀
町
文
蛍
丁
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅲ
）

添
木
か
ら
虫
生
津
橋
を
渡
る
と
人
家
の
間

に
用
嬢
翌
日
の
お
堂
が
見
え
る
。
道
端
か
ら

数
段
の
石
段
を
の
ぼ
る
と
、
小
さ
い
お
堂
の

中
に
純
音
さ
ま
が
座
し
て
い
る
。

楽
を
ふ
る
っ
た
木
々
の
姿
は
、
い
か
に
も

冬
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
「
選
酋
村

撃
に
－
－
記
録
に
よ
る
と
創
立
の
年
代
不

明
な
る
も
道
場
寺
と
い
う
天
台
宗
の
大
寺
あ

り
、
之
と
椙
対
し
て
由
緒
高
さ
馬
頭
観
音
あ

り
た
り
。
大
友
家
の
尊
崇
浅
か
ら
す
寺
領
等

も
寄
附
さ
れ
云
々
、
天
正
八
年
五
月
宗
像
氏

此
寺
に
拠
り
毛
利
鋏
尖
（
鷹
取
城
主
）
と
戦
ひ

し
時
兵
火
に
積
り
て
荒
塵
に
帰
し
た
り
、
氏

貝
の
家
臣
嶺
内
蔵
頭
観
音
を
此
地
に
移
し
崇

敬
す
る
処
あ
り
、
宗
像
家
没
落
後
輩
し
く
疲

弊
し
た
る
も
聞
出
万
民
辛
う
じ
て
存
続
せ
ら

れ
亭
保
宝
暦
の
頃
迄
は
麿
あ
り
し
か
何
時
の

頃
な
り
し
か
無
住
と
な
り
僅
か
に
胱
己
に
至

る
尚
四
隣
の
崇
敬
厚
く
参
詣
絶
え
ず
。
I

と
誌
さ
れ
て
い
て
、
古
い
歴
史
の
流
れ
を
感

じ
る
よ
う
で
あ
る
。

虫
生
津
は
古
い
雪
神
勅
皇
后
が
立
ち
よ

ら
れ
て
、
宝
玉
を
こ
の
地
で
磨
か
れ
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
玉
を
轡
い
た
の

で
玉
生
津
と
名
付
け
た
と
い
う
。
ま
た
近
く

の
宝
ケ
浦
か
ら
、
光
り
か
が
や
く
宝
玉
が
見

つ
か
っ
た
の
で
、
地
名
も
玉
生
津
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
い
つ
か
虫
生
津
に
変
わ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

西
鉄
バ
ス
の
乗
客
が
バ
ス
停
の
地
名
を
見

て
「
ム
シ
ウ
ヅ
」
　
「
ム
シ
シ
ョ
ウ
ヅ
」
と
発

音
し
て
い
た
の
壱
聞
い
て
、
や
は
り
む
ず
か

し
い
地
名
だ
な
－
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

川
に
沿
っ
て
少
し
上
流
に
歩
く
と
、
埋
立

て
ら
れ
た
土
地
に
新
し
い
家
が
、
用
に
近
く

ま
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。

上
流
を
眺
め
る
と
眼
の
前
に
は
嬰
丁
町
の

木
月
の
森
が
黒
く
、
遠
く
は
六
ケ
岳
が
冬
役

の
中
に
座
っ
て
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
更
に
数

キ
ロ
の
西
川
の
源
を
い
つ
か
訪
ね
て
み
た
い

気
に
な
る
。

ま
た
こ
の
あ
た
り
は
昔
、
連
賀
川
が
今
村

の
下
流
あ
た
り
で
二
つ
に
岐
れ
、
そ
の
一
流

が
上
木
月
の
あ
た
り
を
通
り
、
底
井
野
を
通

り
、
常
貝
の
集
落
近
く
に
は
そ
の
外
圭
赤

今
で
も
残
っ
て
い
る
あ
た
り
♪
未
月
の
間
を

流
れ
て
、
虫
生
津
で
西
川
を
併
せ
、
花
園
か

ら
木
守
の
西
へ
流
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
歴

史
の
流
れ
と
川
の
流
れ
の
変
化
を
お
も
う
の

で
あ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）

火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消

防
署
で
は
災
害
の
発
生
域
所
や
内
容
を
プ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
で
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
も
二
九
番
で
の
火
災
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
多
く
、
指
令
室
で
は
処
理
で
き

な
い
状
態
で
す
。
二
九
番
は
火
災
や
救
急

な
ど
の
緊
急
通
報
用
で
す
。
万
一
、
二
九

番
で
問
い
合
わ
せ
中
に
火
災
や
救
急
の
通
報

が
あ
っ
た
場
合
、
受
信
で
き
ず
、
消
防
車
な

ど
の
出
勤
が
遅
れ
ま
す
の
で
、
二
九
番
で

の
問
い
合
わ
せ
は
絶
対
に
や
め
る
よ
う
に
し

し
ま
よ
う
。

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

（
1
月
末
ま
で
）

九
州
電
力
か
ら
の

お
願
い

最
近
、
当
社
以
外
の
者
が
当
社
の
依
頼
に

よ
る
も
の
と
し
て
勝
手
に
送
僻
線
の
鉄
塔
敗

や
線
下
の
敷
地
を
買
収
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
の
で
こ
注
遮
く
だ
さ
い
。

当
社
が
譲
渡
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
当

社
の
社
員
ま
た
は
当
社
の
証
明
書
琵
参
し

た
委
託
会
社
（
森
林
都
市
株
式
会
社
）
の
者

が
直
接
お
伺
い
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
こ
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
九

州
砥
力
株
式
会
社
名
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

こ
留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
ご
不
審
な
こ
と
、
ま
た
は
当
社
へ

の
こ
注
文
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
場
合
は
、

次
の
所
へ
こ
連
絡
方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
連
絡
先
小
倉
北
区
米
町
2
丁
目
2
番
1

号
　
九
州
短
刀
株
式
会
社
北
九

州
支
店
立
地
寝
務
所
　
範
（
5

3
1
）
1
1
7
1
（
内
線
5
2

1）
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鰹
願
望
衛
盤
の
ペ
∴
＝
ジ

東
軍
富
田
の

〔
出
田
㊥

離
婚
相
談

▽
期
　
日
　
3
月
1
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
3
ヵ
月
～
6
ヵ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
蛾
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

開
脚
圃
胤
闘

◎
期
日
　
3
月
1
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

▽
場
所
英
公
民
館

▽
期
　
日
　
3
月
1
9
日
（
水
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
m
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館
和
室

▽
対
象
者
昭
和
0
0
隼
4
月
～
昭
和
5
0
毎
ュ
2

月
出
生
児

▽
持
参
品
∴
母
子
手
帳

▽
内
容
診
察
、
身
長
、
体
重
な
ど
の
測

定
、
保
健
指
導

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
B
c
G

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
詩
参
晶

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
誉
田

▽
内
　
容

妊
産
婦

調
理
実
習
、
家
族
計
画

エ
プ
ロ
ン

3
月
2
5
日
（
ん
C

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さ
い

役
揚
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
里
子
手
帳
受
領
者
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
挙
母
子
手
帳
交
付

▽
接
穂
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

4
月
2
日
（
水
）

B
C
G
　
4
月
4
日
（
金
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
I

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
B
C
G
を
受
け
て
い
な
い

生
後
3
ヵ
月
～
勉
ヵ
月
児

▽
接
聾
〔
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後
4
8
時

間
お
い
て
判
定
、
陰
性
者
の
み

B
C
G
接
種

予
防
接
種
の
申
込
方
法

接
親
日
の
一
週
間
前
か
ら
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申
込
み
、
問
診
票
と

注
意
書
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

体
を
温
め
る
に
は
、
最
近
で
は
短
気
毛
布

や
ア
ン
カ
な
ど
の
笹
気
器
具
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
、
体
の
弱
っ
て
い
る
病
人
に
は

熱
す
ぎ
た
り
、
乾
燥
し
す
き
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
点
、
昔
な
が
ら
の

湯
た
ん
ぽ
は
、
安
全
で
、
程
よ
い
温
か
さ
を

轄
ち
病
人
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
ま
す
。
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金
属
製
潰
た
ん
ば
の
…
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使

い

方

　

　

　

　

i

①
湯
た
ん
ぽ
に
湯
を
少
丑
入
れ
て
口
金
を
締

め
、
逆
さ
に
し
て
漏
ら
な
い
こ
と
を
確
か
め

る。③
ふ
た
た
び
口
金
を
開
け
摂
氏
七
十
度
程
度

の
湯
を
口
の
近
く
ま
で
入
れ
、
し
っ
か
り
口

金
を
締
め
る
（
体
に
マ
ヒ
が
あ
っ
た
り
、
体

を
自
由
に
動
か
せ
な
い
病
人
の
嬰
口
は
六
十

度
種
度
の
湯
を
入
れ
る
）
。

①
漏
ら
な
い
こ
と
を
も
三
度
確
認
し
て
カ

バ
ー
に
入
れ
、
病
人
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
、

あ
る
い
は
医
師
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
入
れ

る。
マ
ヒ
が
あ
っ
た
り
、
手
足
が
自
由
に
動
か

せ
な
い
病
人
、
幼
児
の
場
合
は
、
長
時
間
揚

た
ん
ば
を
宙
撰
体
に
つ
け
る
と
ヤ
ケ
ド
壱
す

る
心
配
か
あ
り
ま
す
の
で
、
体
か
ら
約
十
セ

ン
チ
腫
れ
た
と
こ
ろ
に
置
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

金
属
製
の
湯
た
ん
ぽ
に
七
十
度
の
湯
を
入

れ
た
場
合
、
約
六
時
間
で
五
十
度
く
ら
い

参
し
ぬ
る
い
と
感
じ
る
）
に
冷
め
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
時
間
を
目
安
に
湯
を
取
り
替

え
ま
す
。

金
属
性
の
湯
た
ん
ぽ
は
、
そ
の
ま
ま
火
に

か
け
て
温
度
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が

そ
の
都
度
、
湯
を
入
れ
替
え
た
ほ
う
が
、
湯

た
ん
ぽ
を
い
た
め
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
火
に

か
け
る
と
き
は
①
口
金
を
は
ず
す
こ
と

⑧
水
温
計
で
温
度
を
確
か
め
る
こ
と
、
壱
忘

れ
ず
に
。

選
ぶ
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
厚
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
薄
い
も
の
は
ヤ
ケ
ド
の
心
配
が
あ
り
ま

す。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
、
保
温
畦
が
商
い
の

が
利
点
で
す
。
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湯
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一

お
湯
の
温
度
は
約
六
十
度
に
し
て
、
七
、

八
分
白
入
れ
る
。
湯
の
塵
に
よ
っ
て
重
さ
を

加
減
で
き
る
の
で
、
お
な
か
な
ど
に
直
接
の

せ
て
温
め
る
に
は
、
ゴ
ム
製
湯
た
ん
ぽ
が
便

利。
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使
い
方
は
金
属
製
湯
た
ん
ぽ
と
同
じ
で

す。

÷
豆
炭
あ
ん
か
＝
保
温
時
間
は
的
半

日
。
使
い
始
め
て
六
時
間
日
ご
ろ
に
温
度
が

も
っ
と
も
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ん
か
壱

毛
布
な
ど
で
包
む
、
ま
た
は
体
と
の
踵
髄
を

調
節
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

章
か
い
ろ
＝
一
部
分
を
温
め
る
の
に
便

利
で
す
。
最
近
の
使
い
捨
て
か
い
ろ
も
便
利

です。＊
電
気
毛
布
、
電
気
あ
ん
か
籍
の

電
気
器
具
＝
温
度
調
節
や
水
気
（
お
ね

し
ょ
）
な
ど
に
注
遮
し
て
く
だ
さ
い
。
体
の

不
自
由
な
人
や
老
人
、
幼
児
な
ど
、
自
分
で

温
度
調
節
の
で
き
な
い
病
人
に
は
不
向
き
で

す。



私たち、お魚、大好き．／
2月12日、遠賀川保育園で卒園を間近かにひかえだ年

長組の26人が、イワシの団子を入れたミソ汁作りに挑戦

しましたo　同園では5年前から年に数回料理教室を開い

ており、「好き嫌いがなくなり、食べ物を残さなくなっ

た」と各家慶で曹ばれています。

）8（餅八
の西⑬僅

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
外
科
診
療
の
休
診

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
は
串
間
市
並
び
に
遠

賀
郡
四
町
の
慧
医
療
捕
殺
と
し
て
昭
和
五

十
五
年
四
月
か
ら
開
設
し
地
域
住
民
陸
棲
福

祉
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
周
辺
地
域
の
庭
撰

機
関
の
充
実
に
伴
な
い
、
外
科
診
寂
患
者
の

減
少
が
つ
つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
外
科
診

療
を
当
分
の
聞
休
診
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

す。▽
期
　
間
　
昭
和
6
1
年
4
月
1
日
か
ら
当
分

の
間

な
お
、
内
科
、
小
児
科
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
診
頼
い
た
し
ま
す
。

▽
時
　
間
　
9
時
～
5
時
（
日
、
祝
の
み
）

▽
場
　
所
水
巻
町
下
二

▽
砥
∴
話
　
（
2
0
1
）
9
9
9
9

頚
〝
海
が
育
　
て

ア
メ
リ
カ
人
の
四
・
五
倍
、

中
国
人
の
八
倍
、
イ
ン
ド
人
の

十
四
倍
…
…
∴
こ
れ
は
日
本
人

が
、
外
国
人
に
比
べ
て
ど
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
魚
を
食
べ
る
か

を
示
し
た
数
字
で
す
。

こ
の
数
字
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
日
本

不
妊
症
　
の
　
お
請
　
㈲

折
尾
田
中
藍
婦
人
科
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
は
体
外
受
精
に
つ
い
て
、

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ど

ん
な
婦
人
に
行
う
の
で
す
か
。

壷
側
の
不
妊
の
原
因
と
し
て
一
番
韮
症

な
の
は
、
排
卵
が
正
常
に
行
わ
れ
、
満
子
の

数
や
壁
、
さ
ら
に
連
動
性
も
完
全
で
あ
っ
て

も
、
卵
管
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
ら
両
者
は
出

合
う
こ
と
は
出
来
ず
受
精
は
絶
謁
で
す
。

ど
ん
な
と
き
に
、
卵
管
が
閉
鎖

さ
れ
る
の
で
す
か
。

一
番
多
い
の
か
肺
鮨
核
で
す
。
次
に
淋
病

車
重
炎
、
他
の
腹
部
内
臓
の
病
気
に
よ
る
部

が
多
い
の
で
す
。
現
代
の
医
学
で
は
、
卵
巣

及
び
卵
管
の
炎
症
は
簿
早
に
治
り
ま
す
が
、

後
遺
症
と
し
て
卵
管
が
一
塊
り
と
な
っ
て
肉

腫
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

卵
歯
の
閉
鎖
し
て
い
る
所
を
、

手
術
で
治
せ
な
い
の
で
す
か
。

最
近
は
、
手
術
蔀
分
を
十
～
四
十
倍
に
弦

大
す
る
眼
鏡
を
見
な
か
ら
小
さ
い
手
術
や
小

さ
い
血
管
の
縫
合
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
微
少
手
術
に
よ
り
、
卵
管
の
通

過
問
答
が
無
く
な
っ
て
妊
娠
し
た
例
も
あ
り

ま
す
。
で
す
が
、
開
腹
手
術
に
は
適
応
と
限

界
が
あ
り
、
誰
に
で
も
応
用
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
術
も
出
来
な
い
婦
人
に
何
と
か
妊
娠
の

希
望
を
与
え
て
い
る
の
か
、
悠
遠
矯
（
試

験
管
ベ
ビ
ー
）
で
す
。
腹
腔
鏡
と
い
う
先
端

に
錠
の
つ
い
た
小
さ
い
管
を
、
腹
腔
中
に
入

れ
、
排
卵
寸
前
の
卵
胞
か
ら
成
熟
卵
を
吸
い

と
り
試
験
管
に
入
れ
て
、
あ
る
種
皮
分
裂
し

た
頃
、
満
子
を
加
え
て
受
精
卵
を
作
り
子
宮

膣
に
注
入
し
て
内
膜
に
蛍
床
さ
せ
る
の
で

す
。
こ
れ
が
体
外
授
精
の
技
術
で
す
。

る
　
健
康
食
〝

繋
、
そ
れ
が
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。

人
間
の
体
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
分
が
不
足
し

て
く
る
と
、
不
足
し
た
分
を
骨
か
ら
補
給
し

て
し
き
つ
の
で
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
ま
す

ま
す
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を
助
長
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

牛
乳
に
は
、
百
グ
ラ
ム
中
に
百
ミ
リ
グ
ラ

ム
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
魚

一
差
i
乳
に
負
け
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム
源
の
宝
庫

で
す
。
い
わ
し
の
魚
肉
百
グ
ラ
ム
庫
に
は
七

十
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
さ
ん
ま
に
は
六
十
五
ミ
リ

グ
ラ
ム
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
牛
肉
や
鶏
肉
の
含
む
カ
ル
シ
ウ
ム
分

の
十
倍
以
上
の
価
で
す
。
ま
た
、
丸
干
し
ゃ

シ
ラ
ス
な
ど
、
骨
ご
と
食
べ
る
魚
に
は
、
も

っ
と
多
く
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る

と
と
は
言
っ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の
成

分
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
構
神
を
安
定
さ
せ

る
働
き
の
あ
る
こ
と
を
こ
存
じ
で
し
ょ
う

が。
よ
く
犬
が
骨
を
く
わ
え
て
い
る
姿
を
目
に

し
ま
す
が
、
あ
れ
は
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
不

足
を
禰
お
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
械

神
を
安
定
さ
せ
る
働
き
が
骨
つ
ま
り
カ
ル
シ

ウ
ム
に
あ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
璧
宙
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
病
の

予
防
に
、
そ
し
て
水
産
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
伝
銃

的
な
食
生
活
を
守
る
た
め
に
、
い
ま
改
め
て

．
魚
．
の
価
値
毒
見
起
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
　
ル
　
シ
　
ウ
　
ム
　
を

魚
で
　
補
う

日
本
人
に
と
っ
て
最
も
不
足
し
が
ち
な
栄



第382号

忘

れ

な

い

で

く

だ

さ

い

狂
　
犬
　
病

予
　
防
　
注
　
射

▽
日
時
と
勘
所

4
月
ュ
日
o
塵
公
民
館

（
火
）
　
1
0
時
～
1
0
時
2
0
分

。
道
官
公
民
館

的
時
5
0
分
－
1
0
時
5
0
分

4
月
4
日
o
老
良
公
民
館

（
金
）
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時

（嵩
。
浅
水
公
民
館

的
時
1
5
分
～
日
時
4
5
分

。
遠
賀
叫
公
民
館
別
館

1
3
時
5
0
分
－
1
5
時

4
月
5
日
o
松
ノ
木
公
民
館

▽
料
　
金
　
四
千
三
百
円

不
用
犬
は
ど
の
会
場
で
も
引
取
り
ま
す
。

・
若
松
公
民
館

Ⅱ
時
～
日
時
0
0
分

o
別
府
公
民
館

1
3
時
5
0
分
～
1
4
時
2
5
分

・
上
別
府
公
民
館

1
4
時
4
5
分
～
1
5
時
1
0
分

生
ま
れ
た
子
猫
や
子
犬
に
は

生
き
る
権
利
が
あ
る

謹

蓋

囲

語

園

譲

葉

聾

園

4
月
2
日
。
鬼
謀
公
民
館

（
水
）
　
1
0
時
～
1
0
時
4
5
分

・
尾
崎
公
民
館

n
時
5
分
～
日
時
的
分

o
肱
渡
公
民
館

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

4
月
3
日
。
出
生
津
公
民
館

（
木
）
　
ュ
0
時
～
同
時
3
5
分

・
東
町
公
民
館

m
時
5
5
分
～
n
時
如
分

．
ワ
ン
ワ
ン
／
ニ
ャ
～
オ
ー
0
．
。

春
先
は
犬
や
猫
の
発
情
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

夜
と
も
な
れ
ば
、
選
ば
え
や
夜
鳴
き
で
悩
七

は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
猫
で
す
。

飼
い
主
に
「
な
富
谷
猫
に
去
勢
・
不
妊

手
術
を
し
な
い
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
「
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
i
二
面
倒
だ
か
ら
」
と
い

つ
な
が
れ
て
い
な
い
の
で

え
が
単
数
近
く
も
占
め
て
い
ま
す
（
勤

そ
の
う
ち
三
分
の
二
が
メ
ス
の
子
猫
で
す
。

る
帖
諭
調
査
・
旧
知
五
十
八

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
手
術
を

と
、
子
猫
が
増
え
て
し
ま

（
猫
舞
式
地
理
。
生
ま
れ
た
子
獲

れ
し
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
妊
娠
レ
ナ

と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
潜
り
ま
せ
ん
↑

・
芙
蓉
公
園

n
時
3
5
分
－
n
時
5
0
分

。
木
守
公
民
館

1
3
時
5
0
分
～
ュ
4
時
2
5
分

・
千
代
丸
公
民
館

1
4
時
4
5
分
～
1
5
時

責
任
あ
る
　
べ

飼
い
方
を
し
よ
う

一
年
間
に
全
国
の
保
健
所
や
動
物
管
理
セ

ン
タ
ー
に
引
き
取
ら
れ
た
猫
は
、
約
二
十
六

万
匹
（
昭
和
五
十
九
年
度
）
で
、
七
年
前
の

二
・
六
倍
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

う
と
い
う
、
も
っ
と
か
わ
い
そ
う
な
結
果
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
面
倒
を
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
捨
て

る
こ
と
は
野
良
犬
や
野
良
猫
を
増
や
す
こ
と

に
も
な
り
、
人
々
に
危
筈
を
与
え
る
は
か
り

で
な
く
、
「
動
物
の
尿
酸
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。



3月下期の遠賀町主要行事
◎時間の中で、ロ：ローロ：口は、その時間内であれば可。

□：ローは、その時間から始まるので、時間までに集まること。

日 �昭 �行　事　内　容1時　間 ��実施会場 �担当係名 � �詳　細 

16 �日 �指　導　者　研　修　会 �9；30－－ �勤労者体育 センター �体　育　係 �町内スポーツクラブ指導者 代表者 � 
障害　者福祉 映酉と講演の集い �13：00－ �中央公民館 �福　祉　係 �しています 16暗線了予定 �前号 5ページ 

17 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 � �7ページ 

18 �火 �思円小学校卒業式 �i 10：00－ �同校体育館 �学　務　係 �卒業予定者 � 

10：00－ �同校体育館 �学　務　係 �卒業予定者 � 

広漠小学校卒業式中00一 ��同校体育館 �学　務　係 �卒業予定者 � 

妊　　婦　　相　　談 �13：30－ �中央公民館 �保健衛生係 �調理実習 15時約分終了予定 �7ページ i 

19 �水 �i乳　児　検　診陣≧1。：。。 ��中央公民館 �保健衛生係 �昭和60年4月一12月出生者 �7ページ 

20 �木 �愛　　の　　献　　血 � �役場玄関前 �福　祉　係 � � 

22 �土 �繍37回 �10：30－ �総合運動公 園内 �産　業　係 � �2ページ 
福　岡　県　楕　増　築 ��町民の森地 内 ��12時30分終了予定 

23 �日 � �12：30－′ �＜集合場所＞ 浅木小学校 �体　育　係 �勤労者体育センターへ �4ページ 

24 �月 �念配こ誓）相談 � �公民館別館 �福　祉　係 �相談内容は⑫で料金無料 � 

25 �火 i �妊　婦　相　中：30－ ��役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �7ページ 

26 （ 4／l �水 （ 火 �計招反韓叶50－17：00 ��く申込先＞ 役場 保健衛生係 �保健衛生係 � �7ページ 

31 �月 �国民健族保険澄切。替え上：30－17：00 ��役濁玄関 �国保年金係 �詩参のこと �下　　段 

今 月 ま で し か 使 え ま せ ん � 

国民健康保険被保険者証 ����� 

甫効棚板i昭和6i年3月31日ヽ 

桓∴号i蓬田保1番‾引 

岨 宿 主 森 組 皇 �住所 � 

氏名 � ���男 女 

囲圃重油 � �3割 保線音響 並びIC保険 者の名称及 び節 ��藷 �部 負 担 金 の 剖 

交付年月日 ��廊和　　　年　　　月　　　日 

日
嗣
閏
日
韓
四
囲
陸
田
親
日

国
感
底
値
隠
田
電

⑭
抄
田
鹿
蔑
守

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
証
は
一
二
月
一
二
十
一
日
ま

で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
日
程
で
使
用
期
限
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

▽
更
新
日
時
・
3
月
3
1
日
（
月
）
　
9
時
～
1
6
時
0
0
分

・
4
月
1
日
（
火
）
　
9
時
～
1
6
時
0
0
分

▽
更
新
場
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関

▽
持
参
品
　
今
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
退
職
徴
保
険
者
証
と
印
鑑

●
み
な
さ
ん
の
保
険
税
が
国
保
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
。

●
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う


